






 

周産期のハイリスク因子とSIDSに関するretrospectiveおよびprospectiveの両面より調

査を行っているが、今回は retrospective な調査結果を報告する。 

研究方法:1978 年より 1981 年までの 4 年間に北里大学病院で出生した 5610 例を対象とし

て、表 7に示す周産期のハイリスク因子が認められる 1338 例の家族へ、表 10 に示す文面

による retrospective な調査を行った。 


